


• 本事業は国立大学法人東北大学と株式会社日本総合研究所にて実施した

• 東北大学では研究開発の実施部局である多元物質科学研究所本間研究室、技術
戦略、知財戦略を担当する産学連携本部、継続した体制整備を担当するオープンイノ
ベーション事業戦略機構にて体制を構築した

• 日本総合研究所ではビジネスモデル・市場化シナリオ戦略を担当する創発戦略センター、
知財戦略を担当する法務部特許センターにて体制を構築した

実証事業（１）
企業・大学等の基盤的共同研究開発におけるオープン＆クローズ戦略策定実証事業

事業実施体制 事業実施内容

• ２０５０年カーボンニュートラルに向け蓄電池のサプライチェーン強化とサーキュラーエコノミー
確立を目指す

• 重要鉱物使用量や製造時二酸化炭素の排出量の低減を実現する蓄電池の長寿命化に
資するデバイス保全・管理技術の開発に係るオープン＆クローズ戦略の仮説を検証

横断的な議論、連携を推進









実証事業（２）
大学等におけるオープン＆クローズ戦略策定の推進体制構築実証事業

事業実施体制 事業実施内容

Ａ．国際ワークショップの開催
国際ワークショップでは、参加者の知識向上だけでなく、グローバルな課題解決能力や多様な

価値観の受容といった「思考様式」の転換に寄与するとともに、海外研究者の経験談や本事業
実施時の気付きから、研究者の具体的な注意を引くことで、大学等の研究者の意識改革をはか
ることを目的とする。国内外の技術戦略・知財戦略・市場化・標準化、研究開発戦略の専門家
を招聘し、現状や課題、先進的な連携事例について理解を深める。

Ｂ．知的財産シンポジウムの開催
東北大学の知的財産シンポジウムでは、知財及び産学連携関係者（大学・企業や特許事

務所等の知財専門家、大学URA、研究者技術者、経営者等）が多く集まる。本年度は特別
回として、本事業における共同研究開発に係るオープン＆クローズ戦略及び標準化の重要性等
について、また、事業・技術・知財戦略の統合化や実事業における収益へのインパクト等について
議論を行い、より深い基礎的知識とオープン＆クローズ戦略及び標準化の重要性を大学内外の
知財及び産学連携専門家等が理解することを目的とする。

Ｃ．大学院における単位認定講義の実施
新設する大学院の講義では、企業において事業や知財戦略を策定してきた実務専門家等を

招聘し、事業・技術・知財戦略に関して、本事業のオープン＆クローズ戦略策定を通して気付い
た点を含んだ具体例を用いて講義することで、基礎的知識とオープン＆クローズ戦略及び標準化
の重要性を理解することを目的とする。

Ｄ．オープン＆クローズ戦略に関する組織知の形成
オープン＆クローズ戦略の事例研究を上述した公開資料にはない各種経営数値等の定量的

分析及び業界における同業他社との戦略比較や事業収益の比較を含めて実施する。これらを
経営学等の戦略フレームワーク等に結びつけることにより、理論的な裏付けやエビデンスベースの
戦略策定が可能な形式知（組織知）を形成し、論理的にオープン＆クローズ戦略を策定でき
る体制への変更を推進する。

✓ プロジェクト研究開発の実施部局である多元物質科学研究所本間研究室は本間教授、
菅野助教の教員スタッフ、雁部技術職員が所属しており本事業に参加する。

✓ 本事業には東北大学の複数の関連組織が参画する。技術戦略調査・方針構築には産
学連携機構知的財産部・部長 西村直史と部長補佐 飯野由里江が参加する。

✓ オープン&クローズ知的財産契約に関しては産学連携機構 知的財産部・機構長特別補
佐 加藤敏夫が参加する。技術戦略シナリオ構築は産学連携機構 知的財産部・特任
教授 浅井明が参加する。

✓ オープン&クローズ戦略体制構築・整備に関してはオープンイノベーション事業戦略機構副
理事・副機構長 内田渡と特任教授谷口伸明が担当する。オープン&クローズ戦略人材
育成は産学連携機構 知的財産部・特任教授 戸次一夫が担当する。なお、本事業の
担当役員は東北大学理事・産学連携機構長 遠山毅がプロジェクト総括責任者となる。



実証事業（２）本事業の実施結果

海外トップ大学におけるイノベーション事例・ノウハウの獲得

１．第１回OCEAN国際ワークショップ（2025年11月）
２．第２回OCEAN国際ワークショップ（2026年1月）
３．オープン＆クローズ戦略の事例調査

★ホワイトハウス（大統領府科学技術政策局）訪問、（2026年1月）
★カナダ・Waterloo大学訪問 （2026年1月）

４．知財シンポジウム（2026年2月）
５．大学院講義（知的財産セミナーII）（2025年12月～2026年1月）

第１回OCEAN国際ワークショップ
（ダビデ・ラバッシ教授／UCL School of Management）

●UCLにおける大学院生、ポスドクなど若手へのイノ
ベーション教育プログラムの紹介と意見交換を行った。
充実したInnovation & Entrepreneurship 教
育プログラムに世界中から毎年１０００人の大学
院生が入学しており、英国大学におけるトップレベル
の教育を行っている。

第２回OCEAN国際ワークショップDr. William Lovegrove

UCL Innovation & Enterprise

Ms. Caroline Hyde: 

Cambridge Enterprise

AIST-Solutionでの日英オープンイノ
ベーション政策の比較検討会：
AIST Solutions プロデュース事業本部
スタートアップ部部長 玉置広志氏の
説明を受けるWilliam とCaroline




